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（１）主要事業報告  事業詳細 図書館要覧参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用統計       事業詳細 図書館要覧参照 

● 主要サービス統計（ 中央館分 ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 平成 26年度 平成 27年度 前年比 

入館者数 292,334人 304,739人 104.24% 

利用人数 95,463人 96,890人 101.49% 

個人貸出点数 449,781点 454,315点 101.01% 

団体貸出点数 14,226点 15,973点 112.28% 

予約件数 65,988点 70,662点 107.08% 

登録者人数 1,840人 1,963人 106.68% 

情報ｻﾛﾝ利用件数 12,997件 14,325件 110.22% 

レファレンス件数 5,013件 7,274件 145.10% 

利用実績（平成 26 年度比） 

入館者数 104.24％ 

貸出人数 101.49％ 

貸出点数 101.33％ 

情報ｻﾛﾝ利用数  110.22％ 

利用者満足度   94.52％ 

 

１ 平成２７年度事業報告 

   

● ハード整備 

・AVブースリニューアル 

・ﾃﾞｲｼﾞｰ再生機（プレクストーク） 

貸出開始 

● ソフトの充実 

・資料充実（紙・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ） 

・ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄｺｰﾅｰﾘﾆｭｰｱﾙ、季刊紙

発行 

・ﾚﾌｧﾚﾝｽ協同ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ参加 

・学校支援サービスの整備 

● 資料アクセス整備 

・国会図書館資料図書館向けデジタ

ル化資料送信サービス 

・DVD映画視聴サービス提供開始 

・移動図書館車巡回ｽﾃｰｼｮﾝ追加 

● スタッフの資質向上 

・毎月の館内研修の実施 

・外部研修への派遣 

・他館交流研修の実施 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱによる全国事例の共有 

サービスの充実 利用しやすさの改善 

あ参考｜中央・BM／コーナー図書室利用推移 （ H22～H27 ） 



 

 

（１）主要事業概要  事業詳細 図書館要覧参照 

 

事業名 開催日 概 要 共催等 

青空図書館事業 8月 
ボランティア協力のもと開催す

る野外読み聞かせ事業 

協力｜図書館ボラン

ティア 

図書館利用講座 6月 

ビジネスパーソン向けの館内を

巡る図書館利用ガイダンスツア

ー（ビジネス支援の一環として

実施） 

 

文化セミナー事業 

10月 
児童・保護者  絵本作家・真

珠まりこさん講演会（予定）  

共催｜苫小牧読み聞

かせ文庫活動連絡会 

12月 
古典講座「テーマ未定」森山弘

毅氏（釧路公立大学名誉教授） 
 

イクメン講座 1月 
お父さん対象の読み聞かせ講座

事業 
 

ソーシャルメディア活

用講座 
3月 

図書館サービスについて、参加

者が 

ソーシャルメディアを用いて発

信する体験型事業 

 

 

（２）新規サービス 

 

事業名 実施月 概 要 

ビジネス支援サービス 6月 ビジネスに利用可能な資料、情報収集とその活用事業 

サピエ導入 7月 

視覚障害者および目で文字を読むことが困難な方々、見

えにくい方々へ点字や音声データなどにより情報を提供

するネットワークサービスの導入 

地域情報サービス 10月 
苫小牧市ゆかりの人物/テーマに関して、所蔵資料と紐づ

けた形の紹介記事を作成、ホームページでの公開 

 

２ 平成２８年度事業計画 
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平成２７年度 苫小牧市立中央図書館 事業紹介 （ 新聞記事から ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年（平成 27年）04月 17日（金曜日） 苫小牧民報 3ページ 

2015年（平成 27年）05月 29日（金曜日） 

 苫小牧民報 第一社会面 21ページ 

2015年（平成 27年）04月 22日（水曜日） 

 苫小牧民報 第二社会面 14ページ 
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2015年（平成 27年）08月 15日（月曜日） 苫小牧民報 第二社会面 16ページ 

2015年（平成 27年）08月 28日（金曜日） 苫小牧民報 第二社会面 22ページ 
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2015年（平成 27年）08月 31日（水曜日） 苫小牧民報 第二社会面 16ページ 2015年（平成 27年）09月 17日（水曜日） 苫小牧民報 第二社会面 18ページ 

2015年（平成 27年）08月 31日（月曜日） 苫小牧民報 第二社会面 16ページ 
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2015年（平成 27年）10月 7日（水曜日） 苫小牧民報 まちかど・学園 13ページ 

2015年（平成 27年）10月 7日（水曜日） 苫小牧民報 まちかど・学園 13ページ 



5 

 

 
2016年（平成 28年）01月 06日（水曜日） 北海道新聞 朝刊 地方版 苫小牧 24ページ 

2016年（平成 28年）02月 12日（金曜日） 苫小牧民報 まちかど・学園 17ページ 



苫小牧市立中央図書館  評価と点検について 

 

指定管理者 TRC 苫小牧グループ 

 

【 参 考 】 

「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（ 平成 24年 12月 19日文部科学省告示第 172号 ） 

   第二－一－１－（二）運営の状況に関する点検及び評価等 

    １ 市町村立図書館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされることを確保し、その事業の水準の  向上を 

      図るため、各年度の図書館サービスその他図書館の運営の状況について、（一）の２の目標及び事業計画の 

      達成状況等に関し自ら点検及び評価を行うよう努めなければならない。 

 

１ 平成２７年度 セルフモニタリング実施結果 

  （１）セルフモニタリング実施スキーム 

      

     計画期間     H26年度 ～ H30年度           

        

  計画期間｜単年度  策定主体｜指定管理者  

       

       

       

 

 

  策定主体     市教委    指定管理者 

 

 

 

  （２）平成２７年度セルフモニタリング実施結果 

    別紙「苫小牧市立中央図書館中期計画・期中評価表」のとおり 

 

２ 点検・評価の実施方法について 

 

                                     

            

 

 

 

 

     基本計画最終年度 

            上記＋ 
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・セルフモニタリング 

・中期計画期中評価 

計画事業の実施 

  ● 図書館サービスの提供 

  ● 読書推進事業の実施 

  ● 施設の維持・管理 

Ｄｏ 

「ご意見箱」運用 

利用者アンケート 

自治体モニタリング 

２ セルフモニタリング（指定管理者） 

５ 審議／承認 ⇒ 年度内運営評価として公開 
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Ｈ
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Ｈ
２
９ 

 

H
 

Ｈ
３
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計画期間内の総括点検及び評価実施 

３ 中期計画期中評価（指定管理者） 

４ モニタリング総合評価（自治体） 公開 

１ 外部点検・評価｜ご意見箱／利用者アンケート／行政モニタリング 

苫小牧市教育委員会 

 

図書館協議会 



　中期計画内で予定した平成27年度の取組について、指標達成度を自己評価します。

No.
Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

実施

〇

〇

実施

〇 103%

〇 107%

〇

〇

〇

〇 145%

〇

〇

〇 86%

〇

〇

〇

適

適ﾚﾌｧﾚﾝｽ対応件数　前年比103％

コーナー支援事業 コーナー図書室と連携した全域サービス 全館貸出点数　前年比101％ 102%

自己評価

　昨年度に引き続きYA世代に対する利用基盤づくりをもとに、YA世代対象の図書館報「リトマス」の発行
を開始。YA世代の利用を意識した選書に努め、昨年度に続き10代利用増加の結果を得た。
　学校支援事業に関しては学校図書館部会と連携し、学校図書館ボランティア向け研修会、図書交流委員
会等を共催し協力関係を深めた。
　小学校関連取組に関しては、団体貸出は学校図書館部会と連携、周知を行うことで前年比増を達成。ス
クールメール便ブックちゃんは、昨年同様周知に努めたが貸出減となったため、ブックちゃんのセット
増、申込用紙の見直し等改善を図った。今後も学校支援メニューの増強により、利用増を目指す。

団体支援事業
（指標設定なし）市内読み聞かせ団体との連携

市内保育施設等に対する読書推進支援

大活字資料の充実 （指標設定なし）

対面朗読サービスの運営

61.53%

39.60%

97.45%

達成率

アウトリーチサービス

視覚障がい者サービス用機器の充実

（指標設定なし）

目標値（H30)

ブックちゃん貸出件数

BM0－6歳利用数　前年比102％

個人貸出（13-18歳）　前年比101％

個人貸出（0－6歳）　前年比102％

150件 250件 99件

対象年度内の子ども（0～18歳）の貸出点数

（指標設定なし）

適

適

適否

―

―

―

否

―

苫小牧市立中央図書館　中期計画　期中評価表（第2期　平成27年度）

目標内容
情報と知識を集積した知の情報拠点としての図書館

読書活動推進、支援拠点としての図書館

Ⅰ 情報と知識を集積した知の情報拠点としての図書館

事業名 具体内容（指標関連項目） アウトカム指標 実績 適否

市民が利用しやすく役立つ図書館

郷土の歴史と特性を大切にし、豊かな市民文化を創造する図書館

人と本、人と人の出会いを広げ、ゆとりとぬくもりを感じられる図書館

中期計画
基本目標

相互貸借　前年比102％ 104% 適

適
蔵書整備事業

160,000点 176,000点 171,514点

基本計画成果指標 指標算出方法 基準値（H24) 目標値（H30) 当年実績

インターネットサービス 〇

基本計画成果指標 指標算出方法 当年実績

ICT環境の整備 〇

基準値（H24)

否

適

達成率
2.8点 2.9点 2.9点

5,567件 6,000件 3,692件

児童貸出点数

録音図書蔵書点数

100.00%

92.27%

適

否

実績

　予定事業は全て実施。昨年度同様蔵書整備費の適正執行により資料の充実、デジタル情報提供サービス
を進め、電子図書館利用を除く指標を達成。電子図書館利用に関しては、若干利用状況が落ちたため、今
後は具体的に電子図書館の利便性、操作に関するＰＲを図り利用向上に努める。
　貸出は前年増となったが、イベント時にＰＲをする等により、新規登録者の開拓を行うことでさらなる
増加を目指す。

110%
ｻﾛﾝ利用数
 　　前年比105％

iPad利用講座の開講

音楽コンテンツ配信サービスの導入

電子図書館（TRC-DL)の導入／運用

ｻｰﾋﾞｽ利用数
　　 　前年比
102％

157%

収集計画に基づく計画的／適切な資料購入

98%

HPｱｸｾｽ数　前年比102％

適

適

適121%

web予約　 前年比102％ 111%
ﾌﾞﾛｸﾞ、Facebook等による情報発信

貸出点数　前年比102％ 102%

相互貸借による未購入資料の提供

蔵書冊数（全館）／奉仕人口数蔵書冊数

自己評価

貸出数 貸出点数(全館）／奉仕人口数 5.1点 5.5点 5.1点

学校図書館支援メニューの策定

乳幼児コーナーの充実

Ⅱ 読書活動推進、支援拠点としての図書館

事業名 具体内容（指標関連項目） アウトカム指標

学校支援事業

図書館を使った調べるｺﾝｸｰﾙの運営

団体貸出　前年比102％ 111%

スクールメール便事業の充実

苫教研図書館研究部会との連携

貸出件数　前年比110％ 91%

児童の読書環境整備
ヤングアダルトコーナーの運営



実施

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇 100%

〇

実施

〇 65%

〇 101%

〇

実施

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ﾚﾌｧﾚﾝｽ対応件数
　前年比105％

120.00%

114.09%

達成率

否

利用者満足度　前年比101％

郷土ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数　前年比105％

ｺﾝﾃﾝﾂｱｸｾｽ数　前年比102％

適否

145.48%

達成率

適

否

適

適

適

97.94%

98.91%

達成率

適

「年中行事」
「あいさつ
　　・ｽﾋﾟｰﾁ」

年次2テーマの作成
　(H27年度～）

アウトカム指標 実績

利用環境整備事業
利用ニーズの把握、及び運営への反映

ﾘﾗｯｸｽｽﾍﾟｰｽの設置運用 （指標設定なし） H27年4月設置

ﾚﾌｧﾚﾝｽ受付件数

課題解決サービス
ﾚﾌｧﾚﾝｽ協同ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへの参加

ﾚﾌｧﾚﾝｽ研修の実施

パスファインダーの作成／配布資料情報の発信

ユーザビリティ向上事業

乳幼児／保護者サービス

高齢者サービス

Ⅲ 市民が利用しやすく、役立つ図書館

事業名 具体内容（指標関連項目）

5,000件 7,274件

基本計画成果指標 指標算出方法 基準値（H24) 目標値（H30) 当年実績

実績 適否

3,888件

否

否

適否

―

郷土資料収集事業 苫小牧・北海道に関する資料の継続的収集

地域ﾃﾞｼﾞﾀﾙ情報の配信

基本計画成果指標 指標算出方法 基準値（H24) 目標値（H30) 当年実績

郷土連携事業 郷土講座の開講 （指標設定なし）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動領域の拡大

（指標設定なし）

　郷土資料の収集の充実に加え、昨年度は未実施であった自館資料の新規デジタルコンテンツを作成。ま
た地域に密着した講師を迎え、郷土講座を開講。郷土レファレンス件数が減じているが、次年度以降は参
考図書郷土行政資料室のＰＲを積極的に行うことにより、利用率、レファレンス件数のアップを狙う。

郷土行政資料点数 31,120点 33,000点 32,639点
郷土行政資料のデジタル資料件数 9,731件 10,000件 9,794件

・ﾌﾛｱﾜｰｸﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
　事業協力ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ導
入
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講座開講
・情報交換会開催
・共催事業の充実

ﾘﾗｯｸｽｽﾍﾟｰｽ設置運用事業 ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽとしての活用 （指標設定なし） 各団体の事業活用

Ⅴ 人と本、人と人の出会いを広げ、ゆとりとぬくもりが感じられる図書館

事業名 具体内容（指標関連項目） アウトカム指標

100人 120人

講座・講演会等の事業参加者数 年間行事等の延べ参加者数 2,793人 3,300人 3,765人

基本計画成果指標 指標算出方法 基準値（H24) 目標値（H30) 当年実績

145%

新規登録者数
　前年比103％

107%

自己評価

　団体、ボランティアとの市民協働事業及びスタッフのスキルアップに係る研修事業においては、読み聞
かせ、修理ボランティア、フロアワークボランティアの方々に積極的に参加いただき、良い協力関係を築
くことが出来た。「ボランティア養成講座」については、個人ボランティアの新規登録を行った。
　研修事業に関しては、月次自主研修12本、外部研修13本へ参加。運営2年目にあたり、研修効果により
スタッフのスキルアップが図られ、利用者満足度が昨年度より増となる結果につながったと自己評価す
る。

研修事業

接遇の向上

危機管理

専門サービス

利用者満足度 前年比101％ 100%

図書館ボランティア数 83人

地域ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂの作成

2講座参加者数80名

Ⅳ 郷土の歴史と特性を大切にし、豊かな市民文化を創造する図書館

事業名 具体内容（指標関連項目） アウトカム指標 実績

自己評価

　昨年度同様、当初計画は全て実施。特に新規登録者数は前年比107％増と目標を大きく上回る結果と
なった。次年度はイベント時に図書館利用について説明する時間を設けるなど、具体的な働きかけにより
利用増を目指す。
　モニタリング実施要領に定められる「利用者アンケート」においては、満足度平均94.52%と前年度より
高い評価を頂いたが、指標目標101%を超える結果には至らなかった。今後もご意見箱やアンケートから利
用者のニーズをきめ細かくくみ取りサービス改善を進めたい。

障がい者サービス

―

自己評価

既存ボランティア団体の活動支援

市民協働事業の推進

市民協働事業
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座の開講



平成27年度年度総合評価

　年度内における計画取組を遺漏なく実施した。ハード面に重きを置いた前年度の取組に続き、本年度は
学校、各団体、ボランティア等、関係機関との連携に重点を置き、市民協働に注力した。
　昨年度に引き続き、入館者数、貸出利用など主軸となる指標は概ね増加の結果となり、併せて利用者ア
ンケートに関しても高い満足度を頂くことが出来た。
　実績値の不足した項目については、次年度以降の取組への具体的な重点課題として受け止めるととも
に、継続課題として「参考図書郷土行政資料室の利用促進」「市内小学校、学校図書館との連携強化、協
力」を設定する。



平成２７年度利用者アンケート実施結果報告

　「指定管理者におけるモニタリング実施要領」２－（２）の規定に基づき、以下の
　とおり利用者アンケートを実施しましたので、報告いたします。
　なお、アンケート用紙につきましても別途添付いたしますので、ご査収ください。

実施期間 ２０１５年１０月１０日（土）～１７日（土）　８日間

実施方法 カウンター利用者に用紙配布し、館内設置の回収箱にて回収を行いました。

配布枚数 ５００枚

有効回答数 ３７８枚 （ 回答率 ７５．６０％ ）

満足度 ９４．５２％

（１）性別

男性 138 138
女性 216 216
無回答 24 24

（２）年代

（３）来館目的

２ 回答者の属性統計

 １ 実施概要

　男女比はおおよそ４：６となり、分布年代は60代、40代が主という結果になりまし
た。男女に関しては、女性回答者に傾斜しましたが、年代に関しては概ね図書館の利用
傾向と相違ない結果となりました。来館目的については、「貸出・返却」が約9割を占
め、昨年同様貸出中心の利用傾向は昨年と変わりない結果となりました。

有効回答数 354

性別 回答数
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No. 満足 やや満足 やや不満 不満 有効回答数計 満足度

1 245 122 6 1 374 98.13%

2 113 204 49 3 369 85.91%

3 196 120 19 6 341 92.67%

4 298 72 4 2 376 98.40%

5 316 56 2 1 375 99.20%

6 261 93 16 3 373 94.91%

7 269 80 22 2 373 93.57%

8 122 170 25 4 321 90.97%

9 172 156 19 2 349 93.98%

10 205 148 10 2 365 96.71%

2,197 1,221 172 26 3,616 94.52%

60.76% 33.77% 4.76% 0.72% 100.00%

満足度算出方法 ＝ （「満足」回答者数+「やや満足回答者数」）÷有効回答数計

● 結果分析
　全項目平均で９４．５２％となり、僅かではありますが前年度から０．２ポイントアップし、非常に高い
満足度をいただくことができました。
　詳細を分析すると、満足度の高い項目に関しては変わらず施設面に関する者が主となっております。また
下位項目に関しては、昨年同様「館内のわかりやすさ」が努力項目となりました。今回の結果を受け、次
ページに改善策を講じております。
　いずれにしましても、制度導入2年目も利用の方々から一定の評価を頂き、利用の方々から変わりないご
理解を得られた結果を得ることが出来たと分析します。

４　設備・備品等の要望

特になしという回答がほとんどでしたが、車イス／AED／血圧計については既に設置・
導入いたしました。

３　満足度調査

調査項目

図書館は利用しやすいですか

館内のどこに何があるか、わかりや
すいですか
利用登録や予約などの申し込みはし
やすいですか
職員の対応（挨拶・お声掛け等）は
いかがですか

全回答計

分布比率

館内は清潔にたもたれていますか

開館日の設定は利用しやすいですか

開館時間の設定は利用しやすいです
か
イベントや講座等の内容は充実して
いますか
施設の備品や器具はつかいやすいで
すか
施設全般について、つかいやすいで
すか
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フリー記入欄への回答内容
　　　 別添「フリー回答欄記入結果一覧」のとおり報告します。

　 集計結果を受けて、評価下位項目について、以下の改善策を講じました。

実施月

11月/12月

３月

１月

２月

サインの充実 2階案内図・事務室案内表示の変更

次年度事業計画における事業内容充実

ベビーチェアの導入

ソフト事業の充実
大人向けの読書手帖（本の手帖）作成配布

施設内利便率向上

５　その他

課題内容 改善策

６　改善項目


